
人権とわたし 外国人の人権

（教育総務課）

地域とともに

熊野東中学校 熊野第二小学校

　春の訪れとともに、新生徒会執行部の活動
が本格的に始まっています。
　期待と不安を抱えて入学してくる新入生が
スムーズに中学校生活になじめるよう、オリ
エンテーションの準備に取り組んでいます。
　具体的には、授業の受け方や部活動の内容、
生徒会活動などの学校生活全般についてのガ
イダンス作成です。２年前に先輩から受けた
アドバイスにより、今の自分たちがいること
に感謝し、新入生に分かりやすい説明になる
よう話し合いを重ねています。
　新執行部は、コロナ禍で多くの制約がある
中、伝統を「止めないこと」「できないことを
悔やむのではなく、今できることを行うこと」
をモットーに、確かな足跡を残した先輩執行
部員の背中を見て学校生活を送っています。
そして、いろいろとアイデアを出し合い実行
しています。
　新執行部には、先輩たちから学んだ精神と
自分たちのオリジナリティで、更に一歩前進
した熊野東中学校にしてくれると期待してい
ます。

（教育総務課）

　今年の熊野第二小学校の持久走記録会は、
地域にある「深原地区公園」を使用させてい
ただき、２月15日㈬に実施しました。
　子どもたちはこれまで、大休憩に行われる
「ランランライム」や体育科の授業で行う長距
離走を中心に練習を積み重ねてきました。当
日は、とても寒い中での大会になりましたが、
それぞれのもつ記録の更新と自ら立てた目標
に向かって、全力で頑張りました。「地域の日」
も兼ねており、遊歩道周辺でたくさんの保護
者の皆さまや地域の皆さまにご声援をいただ
き、子どもたちの頑張る力になりました。走
り終わった後の子どもたちの顔は充実感でき
らきら輝いていました。ありがとうございま
した。
　これからも、学校・保護者・地域の絆を大
切に、みんなで子どもたちの成長に声援を
送っていきたと思います。よろしくお願いし
ます。
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張り切る新生徒会執行部！

熊野高等学校　 854－４１５５
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芸術類型　卒業演奏会・作品展

熊野高等学校

　２月18日㈯にエリザベト音楽大学ザビエル
ホールにおいて、音楽コースの卒業演奏会を
開催しました。感染症対策が緩和されて人数
制限がなくなり、多くの人に鑑賞していただ
くことができました。７人の生徒が、３年間
練習を積み重ねて習得した技術と思いを存分
に披露しました。
　また、２月21日㈫から26日㈰まで県立美術
館県民ギャラリーで卒業作品展を開催しまし
た。美術コース生は作品とともに自画像を配置
し、自分の性格や個性を表現しました。書道
コース生は漢字による５本の合作軸を中心に、
自分たちの個性あふれる作品を配置しました。
生徒は来場者に自分の作品の意図を解説するな
ど、３年間の集大成とすることができました。
　ご来場いただいた皆さまに心より感謝申し
上げます。
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　言語、宗教、習慣などの様々な違いを背景
に、外国人の就労に際しての差別や入居・入
店拒否などさまざまな問題が生じています。
　異なる文化、生活習慣、価値観などへの理
解を深め、外国人が安心して生活できる多文
化社会を目指していくことが必要です。

○外国人が感じている「３つの壁」
　外国人が日本で生活していくには、「言葉・
文化の壁」、「制度の壁」、「心の壁」の３つの
壁があるといわれています。特に、見た目に
よる先入観や偏見、あるいは価値観の違いに
対する誤解などから「心の壁」が差別につな
がる場合があります。

○多文化共生社会を目指して
　多文化共生社会とは「国籍や民族などの異
なる人々が、互いの文化的な違いを認め合い、
対等な関係を築こうとしながら、地域社会の
構成員として共に生きていくこと」と定義さ
れています。
　外国人が地域社会へ積極的に参加すること
が、ひいては地域社会の活力と発展につなが
るのではないでしょうか。
　異なる文化、生活習慣、価値観などへの理
解を深めるとともに、地域における多様性を
認め、尊重する地域となるよう、同じ地域に
暮らす私たち一人ひとりが、「心の壁」をなく
し、身近なところから共に行動しませんか。

出典：人権啓発冊子『「気づき」から「きずな」へ』
（令和４年２月広島県発行）

 （生活環境課）
▲持久走記録会の様子▲新生徒会執行部

▲書道コース

▲美術コース

▲音楽コース

－ 15 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'23/４月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'23/４月号　－ 14 －子どもは地域で守る！！『子ども１１０番の家』にご協力ください。
青少年育成くまの町民会議　事務局
　教育総務課　総務管理グループ　 854－５６２０

子どもの人権110番 ▢☎0120-007-110 広島法務局・広島県人権擁護委員連合会
いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権については　祝日を除く月～金　8：30～17：15


